
路面復旧の例  代表的な例です。この例に該当しない場合もあります。

① 一般的な影響幅
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影響部分の幅は30㎝または路盤厚(㎝)の大なる値

② 掘削部が近いとき
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③ 舗装の絶縁線があるとき 舗装の絶縁線
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④ 道路幅員によって
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⑤ 道路中央線があるとき
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距離が3ｍ未満の場合
は、一体となるよう舗装
復旧してください。
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影響幅が中央線を越えない
場合は、中央線まで復旧し
てください。

道路端までの距離が1.2ｍ未満の場合は、
全幅復旧してください。

絶縁線までの距離が1.2ｍ未満の場合は、
絶縁線まで復旧してください。
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影響幅が中央線を越える場合は、
全幅復旧してください。


